
(57)【要約】

【課題】膜充填密度が大きく、高い濾過駆動力及び高い

膜透過流束で膜濾過を行うことができ、しかも、汚染物

の剥離洗浄効率にも優れ、長期に亘り安定かつ効率的な

膜濾過を行える浸漬型中空糸膜分離装置を提供する。

【解決手段】内圧型中空糸膜を用いた浸漬型中空糸膜分

離装置。透過水槽２に内圧型中空糸膜モジュール３を浸

漬配置し、中空糸膜の管内に原水を原水ポンプ４により

加圧供給して膜濾過し、ブロワ５より中空糸膜内にエア

を供給してエアスクラビングを行い、その後、逆洗用吸

引ポンプ６により中空糸膜の管内から原水を抜き出すこ

とにより逆洗する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
原 水 を 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル に 供 給 し て 透 過 水 を 得 る 膜 分 離 装 置 に お い て 、
透 過 水 を 貯 留 す る 透 過 水 貯 留 槽 と 、
該 透 過 水 貯 留 槽 内 に 浸 漬 配 置 さ れ た 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル と 、
該 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 構 成 す る 中 空 糸 膜 の 管 内 に 原 水 を 供 給 す る 加 圧 ポ ン プ と 、
該 中 空 糸 膜 の 管 内 か ら 原 水 を 抜 き 出 す 吸 引 ポ ン プ と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 膜 分 離 装 置 に お い て 、 該 中 空 糸 膜 の 管 内 に エ ア を 供 給 す る た め の エ ア 供 給 手 段
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 膜 分 離 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 用 水 又 は 排 水 の 膜 濾 過 に 用 い ら れ る 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
膜 分 離 処 理 に 使 用 さ れ る 分 離 膜 の 一 種 と し て 中 空 糸 膜 が あ る 。 こ の 中 空 糸 膜 に は 、 中 空 糸
膜 の 管 内 を 原 水 流 路 と す る 内 圧 型 中 空 糸 膜 と 、 中 空 糸 膜 の 外 側 を 原 水 流 路 と す る 外 圧 型 中
空 糸 膜 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 こ の よ う な 中 空 糸 膜 を 用 い た 膜 分 離 装 置 と し て は 、 加 圧 ベ ッ セ ル （ 濾 過 塔 ） 内 に 中
空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 設 け る 加 圧 ベ ッ セ ル 方 式 の も の と 、 水 槽 内 に 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 浸
漬 配 置 す る 浸 漬 方 式 と が あ る が 、 こ の う ち 、 加 圧 ベ ッ セ ル 方 式 の 膜 分 離 装 置 で は 、 メ ン テ
ナ ン ス ス ペ ー ス や 各 種 配 管 を 各 ベ ッ セ ル 毎 に 設 け る 必 要 が あ り 、 膜 の 充 填 ス ペ ー ス と は 別
に こ れ ら の 付 帯 設 備 の た め に 大 き な ス ペ ー ス が 必 要 と な る こ と か ら 、 膜 の 充 填 密 度 が 低 い
と い う 欠 点 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 浸 漬 方 式 の 膜 分 離 装 置 で は 、 こ の よ う な 問 題 は 解 消 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 、 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 槽 内 液 中 に 浸 漬 配 置 し た 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 に あ っ て は
、 一 般 に 外 圧 型 中 空 糸 膜 が 採 用 さ れ て い る 。 こ れ は 、 原 水 を 中 空 糸 膜 の 管 内 に 通 水 す る 内
圧 型 中 空 糸 膜 で は 、 原 水 に 含 ま れ る 懸 濁 物 質 の た め に 原 水 流 路 が 閉 塞 し 易 く 、 一 方 、 原 水
を 中 空 糸 膜 の 外 側 に 通 し 、 透 過 水 を 中 空 糸 膜 の 管 内 に 通 す 外 圧 型 中 空 糸 膜 で あ れ ば 、 こ の
よ う な 流 路 閉 塞 の 問 題 が 解 決 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
外 圧 型 中 空 糸 膜 を 用 い た 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 で は 、 原 水 槽 に 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 浸
漬 配 置 し 、 膜 を 透 過 し た 透 過 水 を 、 吸 引 ポ ン プ に よ り 中 空 糸 膜 の 管 内 か ら 吸 引 し て 取 り 出
す 。 原 水 槽 内 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 下 方 に は 、 膜 の 外 面 に 付 着 し た 汚 染 物 を 剥 離 洗 浄 す
る た め の 散 気 管 が 設 け ら れ て お り 、 ま た 、 透 過 水 を 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル 内 に 逆 流 さ せ て 逆
洗 を 行 う た め の 逆 洗 用 加 圧 ポ ン プ を 有 し 、 定 期 的 に 透 過 水 に よ る 逆 洗 と 、 曝 気 に よ る 汚 染
物 の 剥 離 洗 浄 と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
外 圧 型 中 空 糸 膜 を 用 い た 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 で は 、 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
▲ １ ▼ 　 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 下 方 に 設 け ら れ た 散 気 管 か ら の エ ア は 、 中 空 糸 膜 の 外 部 を
上 昇 す る た め 、 そ の 全 量 が 膜 表 面 に 作 用 す る こ と は な く 、 エ ア の 無 駄 が 生 じ 、 剥 離 洗 浄 効
率 が 悪 い 。 即 ち 、 必 要 な 剥 離 強 度 を 得 る た め の 曝 気 量 が 多 く 、 動 力 費 が 高 く つ く 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
▲ ２ ▼ 　 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 隣 接 す る 中 空 糸 膜 同 士 の 間 の 距 離 が 狭 い と 、 こ の 中 空 糸 膜
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間 に 懸 濁 物 質 が 濃 縮 さ れ て ゲ ル 化 又 は ケ ー ク 化 す る 場 合 が あ る た め 、 こ れ を 防 止 す る た め
に 中 空 糸 膜 同 士 の 間 の 距 離 を あ る 程 度 大 き く す る 必 要 が あ り 、 こ の こ と が 膜 充 填 密 度 の 大
き く す る こ と が で き な い 一 因 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
▲ ３ ▼ 　 中 空 糸 膜 内 の 透 過 水 側 を 吸 引 す る こ と に よ り 濾 過 駆 動 力 を 得 る た め 、 気 圧 に よ り
制 限 さ れ 、 １ 気 圧 以 上 の 圧 力 で 吸 引 す る こ と は で き ず 、 膜 透 過 流 束 も 大 き く と れ な い 。 こ
の た め 、 外 圧 型 中 空 糸 膜 を 用 い た 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 で は 、 加 圧 ベ ッ セ ル 方 式 の 膜 分
離 装 置 に 比 べ て 透 過 流 束 は 非 常 に 小 さ い も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 決 し 、 膜 充 填 密 度 を 大 き く す る こ と が で き 、 し か も 、 濾 過
駆 動 力 を 上 げ て 膜 透 過 流 束 を 大 き く す る こ と が で き る た め 、 膜 濾 過 効 率 が 高 く 、 汚 染 物 の
剥 離 洗 浄 効 率 も 良 好 な 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 膜 分 離 装 置 は 、 原 水 を 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル に 供 給 し て 透 過 水 を 得 る 膜 分 離 装 置 に
お い て 、 透 過 水 を 貯 留 す る 透 過 水 貯 留 槽 と 、 該 透 過 水 貯 留 槽 内 に 浸 漬 配 置 さ れ た 中 空 糸 膜
モ ジ ュ ー ル と 、 該 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 構 成 す る 中 空 糸 膜 の 管 内 に 原 水 を 供 給 す る 加 圧 ポ
ン プ と 、 該 中 空 糸 膜 の 管 内 か ら 原 水 を 抜 き 出 す 吸 引 ポ ン プ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 膜 分 離 装 置 は 、 浸 漬 型 膜 分 離 装 置 で あ る か ら 、 加 圧 ベ ッ セ ル 方 式 の 膜 分 離 装 置 に
比 べ て 膜 充 填 密 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か も 、 中 空 糸 膜 と し て 、 透 過 水 貯 留 槽 に 浸 漬 配 置 し 、 中 空 糸 膜 の 管 内 に 原 水 を 加 圧 供 給
し て 透 過 水 を 膜 の 外 面 か ら 取 り 出 す 内 圧 型 中 空 糸 膜 を 用 い た も の で あ る た め 、 外 圧 型 中 空
糸 膜 を 用 い た 浸 漬 型 膜 分 離 装 置 に 比 べ て 次 の よ う な 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
(1)　 中 空 糸 膜 内 に 直 接 エ ア を 注 入 し て 剥 離 洗 浄 を 行 う こ と か ら 、 膜 内 を 流 れ る エ ア の 全
量 が 膜 の 一 次 側 （ 原 水 側 ） 表 面 に 作 用 す る た め 、 外 圧 型 中 空 糸 膜 の よ う に エ ア の 無 駄 を 生
じ る こ と は な く 、 エ ア に よ る 汚 染 物 剥 離 効 果 が 高 い 。 従 っ て 、 必 要 な 剥 離 強 度 を 得 る た め
の エ ア 量 は 少 な く て 足 り （ 一 般 に 外 圧 型 中 空 糸 膜 の 場 合 の 約 １ ／ ２ 程 度 で 良 い 。 ） 、 動 力
費 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
(2)　 中 空 糸 膜 の 外 面 は 、 懸 濁 物 質 が 除 去 さ れ た 透 過 水 が 流 れ る た め 、 隣 接 す る 中 空 糸 膜
同 士 の 間 隔 を 狭 く し て も 中 空 糸 膜 同 士 の 間 で の 閉 塞 の 問 題 は な く 、 膜 充 填 密 度 を 大 き く す
る こ と が で き る 。 一 般 に 、 １ ２ ０ ０ ｍ ２ － 膜 面 積 ／ ｍ ２ － 敷 地 以 上 の 大 き な 膜 充 填 密 度 に
設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
(3)　 原 水 を 加 圧 ポ ン プ で 中 空 糸 膜 の 管 内 に 加 圧 供 給 す る た め 、 濾 過 駆 動 力 を 得 る た め の
膜 間 差 圧 は 気 圧 に よ る 制 限 を 受 け る こ と は な く 、 １ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 以 上 の 圧 力 で も 濾 過 可 能 で
あ る 。 こ の た め 、 膜 透 過 流 束 を 大 き く す る こ と が で き 、 通 常 の 加 圧 ベ ッ セ ル 方 式 と 同 等 の
透 過 流 束 に て 実 用 的 な 濾 過 性 能 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 の 膜 分 離 装 置 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ は 本 発 明 の 膜 分 離 装 置 の 実 施 の 形 態 を 示 す 系 統 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
１ は 原 水 槽 、 ２ は 透 過 水 槽 （ 透 過 水 貯 留 槽 ） で あ り 、 透 過 水 槽 ２ に は 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ
ュ ー ル ３ が 浸 漬 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 の 管 内 に は
、 原 水 槽 １ 内 の 原 水 が 原 水 ポ ン プ ４ に よ り 配 管 １ ２ ， １ ３ を 経 て 加 圧 供 給 さ れ 、 中 空 糸 膜
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を 透 過 し た 透 過 水 は 透 過 水 槽 ２ に 貯 留 さ れ 、 必 要 に 応 じ て 配 管 １ ５ よ り 系 外 へ 排 出 さ れ る
。 濃 縮 水 は 配 管 １ ４ よ り 原 水 槽 １ に 循 環 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
５ は エ ア ス ク ラ ビ ン グ 用 ブ ロ ワ で あ り 、 こ の ブ ロ ワ ５ に よ り 、 ス ク ラ ビ ン グ 用 エ ア が 配 管
１ ６ よ り 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 内 に 供 給 さ れ 、 排 エ ア は 配 管 １ ７ よ り 排
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
６ は 逆 洗 用 吸 引 ポ ン プ で あ り 、 こ の ポ ン プ ６ で 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 内
の 原 水 を 吸 引 し て 配 管 １ ３ ， １ ８ ， １ ９ よ り 抜 き 出 す こ と に よ り 、 中 空 糸 膜 の 逆 洗 が 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ １ は 原 水 導 入 配 管 、 Ｖ １ ～ Ｖ ５ は 開 閉 バ ル ブ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
原 水 の 膜 濾 過 に 際 し て は 、 バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ 開 、 バ ル ブ Ｖ ３ ～ Ｖ ５ 閉 と し て 、 原 水 槽 １ 内
の 原 水 を 原 水 ポ ン プ ４ に よ り 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 の 管 内 に 加 圧 供 給 し
て 透 過 水 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 膜 濾 過 運 転 に よ り 、 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 の 一 次 側 （ 原 水 ）
側 膜 面 （ 管 内 壁 ） に 汚 染 物 が 付 着 し て 膜 透 過 流 束 が 低 下 し て く る た め 、 こ の 汚 染 物 を 剥 離
除 去 す る た め に 、 曝 気 洗 浄 （ エ ア ス ク ラ ビ ン グ ） と 逆 洗 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
エ ア ス ク ラ ビ ン グ に 際 し て は 、 バ ル ブ Ｖ ３ ， Ｖ ４ 開 、 バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ２ ， Ｖ ５ 閉 と し て 、
エ ア ス ク ラ ビ ン グ 用 ブ ロ ワ ５ か ら 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 管 内 に エ ア を 供
給 し て エ ア ス ク ラ ビ ン グ を 行 い 、 中 空 糸 膜 の 管 内 壁 に 付 着 し て い る 汚 染 物 を 剥 離 さ せ る 。
そ の 後 バ ル ブ Ｖ １ ， Ｖ ５ 開 、 バ ル ブ Ｖ ２ ， Ｖ ３ ， Ｖ ４ 閉 と し て 、 逆 洗 用 吸 引 ポ ン プ ６ に よ
り 、 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ の 中 空 糸 膜 の 管 内 を 吸 引 す る こ と に よ り 原 水 を 抜 き 出 し
、 配 管 １ ３ ， １ ８ ， １ ９ よ り 排 出 す る 。 中 空 糸 膜 の 管 内 の 原 水 を 抜 き 出 す こ と に よ り 、 透
過 水 槽 ２ 内 の 透 過 水 が 中 空 糸 膜 の 膜 外 面 （ 二 次 側 ） 側 か ら 膜 管 内 に 逆 流 し 、 膜 の 逆 洗 が 行
わ れ る 。 な お 、 逆 洗 排 水 は 配 管 １ ９ よ り 系 外 へ 排 出 し て も 良 く 、 原 水 槽 １ に 戻 し て も 良 い
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に 、 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ３ に よ る 膜 濾 過 運 転 と 、 エ ア ス ク ラ ビ ン グ 及 び 逆
洗 の 洗 浄 運 転 と を 交 互 に 行 う こ と に よ り 、 長 期 に 亘 り 、 安 定 か つ 効 率 的 な 運 転 を 継 続 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 膜 分 離 装 置 で は 、 原 水 を 中 空 糸 膜 の 管 内 に 加 圧 供 給 す る 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー
ル を 用 い る こ と に よ り 、 １ ０ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 程 度 ま で の 膜 間 差 圧 （ 濾 過 駆 動 力 ） を 設 定 す る こ
と が で き る 。 な お 、 膜 間 差 圧 は 実 用 的 に は ３ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 程 度 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。
従 っ て 、 ３ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 程 度 に ま で 膜 間 差 圧 が 上 昇 す る ま で 薬 品 洗 浄 を 行 う こ と な く 、 連 続
運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 エ ア ス ク ラ ビ ン グ 及 び 逆 洗 の 洗 浄 運 転 の 頻 度 は 、 処 理 す る 原 水 の 水 質 や 用 い る 中 空
糸 膜 の 仕 様 等 に 応 じ て 適 宜 決 定 さ れ る が 、 通 常 の 場 合 、 １ ０ ～ ３ ０ ０ 分 程 度 、 好 ま し く は
２ ０ ～ ６ ０ 分 程 度 の 膜 濾 過 運 転 毎 に ０ ． １ ～ １ ０ 分 程 度 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ 分 程 度 の
エ ア ス ク ラ ビ ン グ と ０ ． １ ～ １ ０ 分 程 度 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ 分 程 度 の 逆 洗 と の 洗 浄 運
転 を 実 施 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 洗 浄 運 転 時 に は 、 必 ず し も エ ア ス ク ラ ビ ン グ と 逆 洗 と
を 行 う 必 要 は な く 、 エ ア ス ク ラ ビ ン グ 及 び 逆 洗 の い ず れ か 一 方 の み を 行 っ て も 良 い 。 ま た
、 エ ア ス ク ラ ビ ン グ と 逆 洗 を 行 う 洗 浄 運 転 と 逆 洗 の み の 洗 浄 運 転 と を 適 宜 組 み 合 わ せ て 行
う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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本 発 明 で 用 い る 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 膜 材 質 や 寸 法 等 に は 特 に 制 限 は な い 。 本 発 明
で は 、 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 に 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 採 用 す る こ と に よ り 、 膜 充
填 密 度 及 び 膜 透 過 流 束 を 高 め 、 効 率 的 な 膜 濾 過 及 び 洗 浄 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 １
図 １ に 示 す 本 発 明 の 膜 分 離 装 置 に よ り 、 最 高 濁 度 ５ ０ 度 程 度 の 河 川 水 を 原 水 と し て 試 験 を
行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
用 い た 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 仕 様 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル ］
材 質 　 　 　 ： ポ リ ス ル ホ ン 製
中 空 糸 寸 法 ： 内 径 １ ． ２ ｍ ｍ 、 外 径 １ ． ９ ｍ ｍ
膜 面 積 　 　 ： ２ ． ８ ｍ ２

中 空 糸 本 数 ： ４ ０ ０ 本
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 運 転 条 件 は 下 記 の 通 り と し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
［ 運 転 条 件 ］
膜 透 過 流 束 　 　 　 　 　 　 　 　 ： １ ． ５ ｍ ３ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ
逆 洗 、 エ ア ス ク ラ ビ ン グ 間 隔 ： ３ ０ 分 毎 （ エ ア ス ク ラ ビ ン グ を １ 分 間 実 施 後 、 水 逆 洗 を １
分 間 実 施 ）
逆 洗 流 束 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： １ ｍ ３ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ
空 気 曝 気 量 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ０ ． ０ １ ２ Ｎ ｍ ３ ／ ｍ ｉ ｎ （ 中 空 糸 内 部 で ０ ． ２ ｍ ／ ｓ ｅ
ｃ の 流 速 に な る よ う に 設 定 ）
ク ロ ス フ ロ ー 流 速 　 　 　 　 　 ： ０ ． ２ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ の 結 果 、 膜 間 差 圧 ５ ｋ Ｐ ａ （ ２ ５ ℃ ） で 通 水 を 開 始 し 、 ３ ０ 日 の 連 続 運 転 後 に は 膜 間 差
圧 は １ ３ ｋ Ｐ ａ に 上 昇 し た 。 膜 間 差 圧 上 昇 速 度 は ０ ． ２ ７ ｋ Ｐ ａ ／ ｄ ａ ｙ と な り 、 ２ ５ ０
ｋ Ｐ ａ ま で 上 昇 可 能 で あ る と す る と 約 ２ ． ５ 年 間 の 連 続 通 水 が 可 能 で あ る と 言 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た 通 り 、 本 発 明 の 膜 分 離 装 置 に よ れ ば 、 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル に よ り 浸 漬
型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、 膜 充 填 密 度 が 大 き く 、 高 い 濾 過 駆 動 力 及 び 高
い 膜 透 過 流 束 で 膜 濾 過 を 行 う こ と が で き 、 し か も 、 汚 染 物 の 剥 離 洗 浄 効 率 に も 優 れ 、 長 期
に 亘 り 安 定 か つ 効 率 的 な 膜 濾 過 を 行 え る 浸 漬 型 中 空 糸 膜 分 離 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 膜 分 離 装 置 の 実 施 の 形 態 を 示 す 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 原 水 槽
２ 　 透 過 水 槽
３ 　 内 圧 型 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル
４ 　 原 水 ポ ン プ
５ 　 エ ア ス ク ラ ビ ン グ 用 ブ ロ ワ
６ 　 逆 洗 用 吸 引 ポ ン プ
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【 図 １ 】
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